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※特に表示がないものについては「銀行単体」の計数を掲載しています。 



第１四半期決算概要 

(億円）
12年度
第１Q

13年度
第１Q

14年度
第１Q

15年度
第１Q

前年
同期比

進捗率
(年度ﾍﾞｰｽ)

年度
予算

184 195 197 229 +32 +28.9% 795

240 213 197 236 +38 +29.6% 800

135 127 123 119 △ 3 +25.5% 470

105 86 74 116 +41 +35.2% 332

49 67 74 109 +35 +33.8% 325

11 3 △ 0 △ 12 △ 11 △61.1% 20

△ 0 29 △ 0 △ 6 △ 6 - -

91 110 73 121 +47 +39.7% 305

6 4 32 26 △ 6 +28.4% 92
△ 0 0 △ 0 △ 0 +0 +0.0% △ 22

84 106 40 94 +54 +40.3% 235

業務粗利益

コア業務粗利益

経費

与信関係費用

株式等損益

四半期（当期）純利益

実質業務純益

経常利益

コア業務純益

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額

《足利銀行単体損益》 

《足利ホールディングス連結損益》 

(億円）
12年度
第１Q

13年度
第１Q

14年度
第１Q

15年度
第１Q

前年
同期比

進捗率
(年度ﾍﾞｰｽ)

通期業績
予想

279 276 237 287 +49 +30.2% 950

243 220 205 241 +35

156 149 145 141 △ 3

12 6 4 △ 9 △ 13

△ 0 23 △ 0 △ 6 △ 6

73 88 56 102 +46 +43.8% 235

9 5 33 14 △ 19

0 1 1 11 +9

65 81 21 77 +55 +45.3% 170四半期（当期）純利益

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額

経常収益

経常利益

連結粗利益

営業経費

与信関係費用

株式等損益
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貸出要因 

△3.0 

トップライン 

 コア業務粗利益は、前年同期比＋32億円の229億円。 
 うち資金利益は、前年同期比で、投信解約益を含む有価証券の利回り要因が寄与し、＋31億円の196億円。 

《コア業務粗利益 【BK単体】》 

159 160 164 

196 

23 
32 32 

32 

184 
195 197 

229 

12-１Q 13-１Q 14-１Q 15-１Q 

資金利益 役務取引等利益 その他業務利益 

（億円） 

＋31 

《資金利益増減要因（前年同期比）》 

164.2 
億円 

 
 
 
 

196.1 
億円 

 
 
 
 
 
 

 
預金等 
平残 
要因 

△0.0 
△8.4 

 
 
 

貸出 
利回り 
要因 

 
 
 

有証 
平残 
要因 

14-１Ｑ 15-１Ｑ 

＋31.8 

（億円） 

 
 

貸出 
平残 
要因 

＋5.4 

 
預金等 
利回り 
要因 

＋0.6 

有証 
利回り 
要因 

預金等要因 

＋0.5 

有価証券要因 

＋35.1 

＋0 

＋42.9 △7.8 

 
 

その他 

△0.7 
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＋32 うち投信解約益 
の増加＋30億円
（7→37億円） 



預貸金平残・利回り 

《貸出金平残・預金等平残の推移》 

50,325 
52,807 53,961 52,814 53,505 

38,322 
40,455 41,366 

39,721 
41,401 

14/3期 15/3期 16/3期 14-１Q 15-１Q 

預金等平残 貸出金平残 

1.45% 
1.35% 

1.30% 
1.38% 

1.30% 

0.05% 0.04% 0.04% 0.05% 0.04% 

1.40% 
1.31% 

1.26% 
1.33% 

1.26% 

14/3期 15/3期 16/3期 14-１Q 15-１Q 

貸出金利回① 預金等利回② 

預貸金利回差①-② 

《預貸金利回りの推移》 

 貸出金、預金等とも、それぞれ順調に増加。貸出金利回りは低下が続くも、概ね見通し通りの水準で推移。 

（億円） 

計画 
計画 

(△0.08%) 

(△0.07%) 

(△0.01%) 

(△0.05%) 

(△0.05%) 

(+1,680) 

(+691) 

(+911) (+2,133) 

(+1,154) (+2,482) 
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貸出金（末残） 

 貸出金末残は、住宅ローン、中小企業向け貸出を中心に増加し、前年同期末比＋1,438億円の4兆1,400億円（年
率＋3.5％）。 

《貸出金残高の推移（末残）》 
（億円） 

12,985 14,251 14,463 15,469 15,703 

13,928 
14,906 14,752 

15,664 15,462 

4,879 
4,903 4,735 

5,199 4,869 
5,960 

6,013 6,011 
5,562 5,366 

37,752 
40,073 39,961 

41,894 41,400 

13/3末 14/3末 14/6末 15/3末 15/6末 

住宅ローン 中小企業 国・地公体向け その他 

＋1,438 

《貸出金残高の増減内訳（前年同期末比）》 
（億円） 

住宅 
ローン 

＋1,240 

その他 

中小 
企業 

＋710 

 
 
 
 
 

国・地公
体向け 

＋134 

＋1,438 
(年率＋3.5％) 

△645 
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預金等（末残） 

 預金等末残は、個人預金が伸長し、前年同期末比＋1,134億円の5兆4,396億円（年率＋2.1％）。 

《預金等残高の推移（末残）》 （億円） 

33,370 34,492 35,085 35,485 36,032 

10,571 
11,123 

12,367 11,503 11,908 

3,880 
3,963 

3,075 3,864 3,140 1,809 
2,260 

2,734 2,523 3,315 
49,630 

51,839 
53,262 53,377 

54,396 

13/3末 14/3末 14/6末 15/3末 15/6末 

個人 法人 公金＋金融 譲渡性預金 

《預金等残高の増減内訳（前年同期末比）》 （億円） 

公金 
＋金融 

法人 

＋580 

＋65 

△459 

個人 

＋947 

＋1,134 
(年率＋2.1％) 

譲渡性 
預金 
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＋1,134 



個人預り資産／個人金融資産 

 個人預り資産は、投資信託、保険残高が順調に増加。 
 個人預金と個人預り資産を合わせた個人金融資産残高は、同比＋883億円の4兆3,020億円。 

《個人預り資産残高の推移(末残）》 （億円） 

2,698 2,820 2,914 3,260 3,326 

2,589 
2,728 2,771 

2,858 2,873 

1,741 1,434 1,366 
922 788 

7,029 6,983 7,051 7,040 6,988 

13/3末 14/3末 14/6末 15/3末 15/6末 

投資信託 保険 債券(約定ﾍﾞｰｽ) 

《個人金融資産残高の推移》 （億円） 

33,191 
34,357 34,953 35,381 35,928 

178 
135 

131 103 
103 7,029 

6,983 
7,051 7,040 

6,988 

40,400 
41,476 

42,137 42,526 43,020 

13/3末 14/3末 14/6末 15/3末 15/6末 

個人円預金 個人外貨預金 

個人預り資産 △63 

△577 

＋101 

△63 

△28 

＋975 

＋411 
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673 833 842 812 
108 

305 
844 849 

177 
517 

1,360 1,168 

144 151 

429 

976 

1,675 

3,193 2,981 

12/3末 13/3末 14/3末 15/3末 15/6末 

3,633 
4,396 4,394 

3,519 2,989 

4,145 3,116 2,570 

2,419 
2,304 

3,432 
2,868 

2,695 

2,386 
2,194 

674 
800 

718 

850 
882 

429 
976 

1,675 
3,193 

2,981 

12,314 12,158 12,054 12,368 

11,352 

3.5年 3.8年 
4.4年 

4.8年 5.0年 

12/3末 13/3末 14/3末 15/3末 15/6末 

円貨債券ﾃﾞｭﾚｰｼｮﾝ 

有価証券 

 有価証券残高は、国債を中心に債券が減少し、前期末比△1,445億円の1兆1,352億円。 
 円貨債券のデュレーションは5.0年。 

《有価証券残高（末残）》 
（億円） 

《その他有価証券の評価損益 (BK単体・ＨＤ連結）》 （億円） 

※その他有価証券＝満期保有目的以外の有価証券 
※円貨債券＝国内債券＋円建外国債券 8 

135 

313 294 

638 
592 

175 

349 324 

675 
629 

12/3末 13/3末 14/3末 15/3末 15/6末 

ＢＫ単体 

ＨＤ連結 

その他 

国債 

地方債 

社債 

株式 

《外国債券等残高の推移（末残）》 （億円） 

外国債券
（邦貨) 

外国債券
(外貨) 

投資信託 

その他 



45 

74  

26 
20 

△ 12 

56 

78  

59 

33 

△ 9 

0.12% 

0.19% 

0.06% 0.04% 

13/3期 14/3期 15/3期 16/3期 15-１Q 

BK単体 HD連結 BK与信関係費用比率 

不良債権／与信関係費用 

336 317 347 
190 186 

775 813 715 

725 734 

111 95 
81 

68 66 

1,223 1,225 
1,144 

984 986 

3.32% 
3.20% 

2.81% 

2.31% 2.34% 

12/3末 13/3末 14/3末 15/3末 15/6末 

要管理債権 危険債権 

破綻更生債権等 不良債権比率 

 不良債権（金融再生法開示債権）残高は、前期末比+2億円の986億円。不良債権比率は前期末比+0.03％の
2.34％。 

 与信関係費用は、貸倒引当金の戻入により、銀行単体が△12億円、HD連結が△9億円。 

《金融再生法開示債権の推移》 （億円） 《与信関係費用【HD連結・BK単体】》 （億円） 

※与信関係費用比率＝与信関係費用／貸出金平残 

295 269 182 219 211 

206 177 
207 187 187 

502 
447 

389 407 399 

11/3末 12/3末 13/3末 14/3末 14/6末 

個別貸倒引当金 一般貸倒引当金 

《貸倒引当金残高の推移【BK単体】》 

（億円） 

計画 

14/3末 
保守的な算定方法
への変更による影
響額  
 ＋40億円 

9 



2,362 
2,529 

2,347 
2,487 2,544 

1,413 1,572 1,468 1,664 1,746 

9.47% 9.70% 
8.49% 8.54% 8.70% 

5.67% 6.03% 
5.25% 5.69% 5.94% 

12/3末 13/3末 14/3末 15/3末 15/6末 

自己資本比率 
Tier1比率／経過措置なし 
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自己資本比率 

 自己資本比率は、HD連結ベースが前期末比＋0.16％の8.70％、BK単体ベースが同比＋0.22％の8.80％。 

【HD連結】 （億円） 

バーゼルⅢ（国内基準） 

2,093 
2,199 

2,429 2,513 2,591 

1,936 2,035 
2,379 2,434 2,512 

8.32% 8.36% 8.68% 8.58% 8.80% 

7.69% 7.73% 
8.40% 8.26% 8.49% 

12/3末 13/3末 14/3末 15/3末 15/6末 

自己資本比率 

Tier1比率／経過措置なし 

【BK単体】 （億円） 

経過措
置なし Tier１ 

(＋0.16%) 

経過措
置なし 

自己
資本 

＋57 

＋78 

(＋0.22%) 

バーゼルⅢ（国内基準） 

Tier１ 

自己
資本 



事前に株式会社足利ホールディングスの許可を書面で得ることなく、本資料を転写・複製
し、又は第三者に配布することを禁止いたします。本資料は情報の提供のみを目的として作
成されたものであり、特定の証券の売買を勧誘するものではありません。本資料に記載され
た事項の全部又は一部は予告なく修正又は変更されることがあります。本資料には将来の業
績に関する記述が含まれておりますが、これらの記述は将来の業績を保証するものではな
く、経営環境の変化等により、実際の数値と異なる可能性があります。 


